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潤
い
あ
る
快
適
空
間
都
市

県都の顔ともいえる、秋田駅周辺や中央街区の
再生・活性化に向けての事業が本格化します。
道路や公園の整備など、自然と都市が調和した、
住みよい都市環境の実現に向けた取り組みも積極
的に進めます。

中
心
市
街
地
の
再
生
へ

取
り
組
み
が
本
格
化

市
の
支
出
の
う
ち
人
件
費
や
公

債
費(

借
金
の
返
済)

な
ど
、
毎
年

度
経
常
的
に
、
必
ず
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
を
「
経
常
的

経
費
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
市
税
や
地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
な
ど
経
常
的
に
入
っ

て
く
る
財
源
を「
経
常
一
般
財
源
」

と
い
い
ま
す
。

基
本
的
に
使
い
道
が
自
由
な
経

常
一
般
財
源
の
中
か
ら
、
必
ず
払

う
経
常
的
経
費
に
充
て
ら
れ
る
金

額
の
割
合
が
『
経
常
収
支
比
率
』

で
す
。
比
率
が
低
け
れ
ば
、
自
由

に
使
え
る
お
金
が
た
く
さ
ん
残
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
公
共
施

①
経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

秋
田
市
の

財
政
状
況
を

見
て
み
る
。

財
政
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
指

標
を
調
べ
て
、
秋
田
市
の
財
政
状

況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見
て

み
ま
し
た
。

(

11
面
ま
で
続
く)

70
〜
80
％
程
度
が
適
正

一
第

章

●
道
路
網
の
整
備
や
土
地
利
用
な
ど
、
秋

田
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第

五
次
秋
田
市
総
合
都
市
計
画
」。
今
年
度
も

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

平
成
十
三
年
度
の
公
表
に
向
け
て
策
定
作

業
を
進
め
ま
す
。

●
空
洞
化
対
策
が
急
が
れ
る
中
央
街
区
。

日
赤
・
婦
人
会
館
跡
地
に
つ
い
て
は
、
事

業
計
画
の
確
定
お
よ
び
市
街
地
再
開
発
組

合
の
設
立
認
可
に
向
け
た
支
援
を
継
続
し

ま
す
。
ま
た
、
市
が
導
入
を
予
定
し
て
い

る(

仮
称)

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

●
秋
田
駅
周
辺
で
は
、
駅
舎
か
ら
西
口
広

場
に
延
び
る
延
長
七
六
メ
ー
ト
ル
の
人
工

地
盤
を
、
竿
燈
ま
つ
り
前
に
利
用
で
き
る

よ
う
建
設
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
人

工
地
盤
と
連
絡
す
る
仲
小
路
の
大
屋
根(

延

長
約
一
七
〇
メ
ー
ト
ル)

は
年
内
に
完
成
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
駅
前
北
第
一
地
区(

金
萬

本
店
周
辺)

で
は
、
平
成
十
三
年
度
完
成
予

定
の
再
開
発
共
同
ビ
ル
建
設
に
対
し
支
援

し
ま
す
。

駅
東
口
で
は
、
東
口
整
備
の
中
核
施
設

と
な
る(
仮
称)

拠
点
セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画

の
検
討
を
行
い
ま
す
。

●
優
良
建
築
物
整
備
事
業
と
し
て
、
楢
山

地
区
の
酒
造
会
社
に
支
援
し
ま
す
。
観
光

客
が
酒
蔵
の
見
学
や
地
酒
の
試
飲
が
で
き

る
工
場
や
、
住
居
な
ど
が
複
合
し
た
施
設

中
心
市
街
地
に
、
人
が
集
う

に
ぎ
わ
い
の
空
間
を
…

中心市街地に、にぎわいの光を。日赤・婦人会館跡地(写真中央)の再開発が本格化します


